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2020年3月1日発行

千葉県立千葉東高等学校同窓会報「シャロンの花」24号です。

今後とも同窓生の皆様のご協力をお願いします。基金の振込にご協力をお願いします。

【ゆうちょの振替口座 00160-8-148932】

発行者 千葉県立千葉東高等学校同窓会 会長 山中 操

編集部 千葉県立千葉東高等学校同窓会 事務所 〒260-0855 千葉市中央区市場町2-15 渡辺ビル205

＜2020年度総会・懇親会のお知らせ＞
日時 5月16日(土) 総 会 午後2時～(受付1時30分～)

懇親会 午後3時～(受付2時30分～)
場所 三井ガーデンホテル千葉

千葉市中央区中央1丁目11-1 TEL043-224-1131
会費 7,000円(当日受付にてお支払いください。)

懇親会だけの出席も大歓迎です。恩師の先生方も多数ご出席い

ただいております。本年は昭和54卒高校第31回生の皆さんが幹

事団を組んで取り組みますが、卒業生はどなたでも参加できま

すので、お誘い合わせの上ご来場ください。

お問合せ・お申込みは、4月30日までに同窓会事務局

(TEL043-306-6960)

(三井ガーデンホテル千葉)

(2015/12/05 撮影)

「シャロンの花」同窓会報第24号



2020/03/01 千葉県立千葉東高等学校同窓会報 「シャロンの花」第24号

- 2 -

＜総会＞

令和元年5月18日に三井ガーデンホテル千葉に

て令和元年度の総会・懇親会が行われました。

内容につきましては、

1.開会の辞、2.会長挨拶、3.名誉会長挨拶、

4.来賓紹介・挨拶、5.本年度転退職・新任の先生

及び新年度幹事紹介、6.出席教職員(卒業生の本

校職員を含む)の紹介、7.議長選出、

8.議題、

(1)第1号議案 平成30年度事業報告

(2)第2号議案 平成30年度決算報告・監査報告

(3)第3号議案 令和元年度事業計画(案)

(4)第4号議案 令和元年度事業予算(案)

(5)第5号議案 役員の改選(案)

9.閉会の辞

＜平成30年度事業報告＞

1.総会 平成30年6月2日(土)

三井ガーデンホテル千葉 (参加170名)

2.同窓会報発行・平成31年3月1日

「シャロンの花」第23号発行

3.母校教育活動の後援、学校行事参加活動

(1)部活動、対外試合、発表会等参観・支援

(2)海外留学引率者支援

(3)卒業式、入学式、体育祭、東雲祭等行事参

列・参観

(4)その他母校支援に該当する案件

＜令和元年度事業計画＞

1.総会 令和元年5月18日(土)

三井ガーデンホテル千葉

2.同窓会報発行・令和2年3月1日

「シャロンの花」 第24号発行

3.同窓会・恩師対外発表会等参加支援・顕彰活動

4.同窓会維持基金、創立100周年祈念80周年記念

事業基金等募金活動

5.母校教育活動の後援、学校行事参加活動

(1)部活動(関東大会以上出場等)支援

(2)対外 発表会等参観・支援

(3)進路学習支援

(4)海外研修引率者支援

(5)卒業式、入学式、体育祭、東雲祭等行事参

列・参観等

(6)その他母校支援に該当する案件

6.支部発足支援活動

7.その他目的達成に必要な事業

8.常任理事会(原則隔月第三土曜日開催)

昨年度の事業報告・決算報告、今年度の事業計

画案・予算案が審議されいずれも承認されました。

令和元年度 同窓会 総会の開催
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令和最初の懇親会は、53年卒が幹事を務めます。

前年の懇親会に参加した同級生６人が中心となり、

できるだけ多くの同級生に連絡できるよう、クラ

スの幹事役を探しお願いすることから始めました。

7月から隔月で飲み会を兼ねた幹事会を開催し、11

月に全９クラスの幹事26人が決まり、各自のネッ

トワークで400人中340人に連絡できました。

当日は、同級生131人、全体で180名の参加を得

て、山中会長、渡部校長先生、恩師山本先生の挨

拶に続き、佐藤先生の乾杯で宴が始まりました。

同級生のキリンビール社長布施君からのビールの

差し入れや、当時の懐かしい写真のスライド上映、

翌年幹事への襷リレー等大いに盛り上がりました。

また、2次会は、同会場で110人を超える同級生

の参加を得て、八海山の鏡開き、スライドの続編

や東高の様子を撮影したビデオ上映等、高校生に

タイムスリップし、旧交を温めることができま

した。今回を契機に、クラス会や新たな交流が始

まるなど、良いきっかけを与えてくださった東高

同窓会に深く感謝いたします。

(Ｓ53卒 大木実)

令和元年度 懇親会

＜役員一覧＞

(司会者) (恩師の先生) (懇親会の様子) (2次会の鏡開き)

ichih
ノート注釈
全角数字と半角数字が混在。
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同窓会会長 山中 操

同窓会名誉会長 渡部 徹(学校長)

千葉東高等学校同窓会

の皆様におかれましては、

日ごろから本校の教育活

動に対し多大なるご理解

ご協力を賜りまして、心

からお礼申し上げる次第

です。

昨秋の台風２１号由来

豪雨の際は帰宅不能となっ

た生徒５７名が私を含む

職員とともに学校で一夜

を明かしましたが、幸い本校ではこれ以外に重大

な人的物的被害は出ませんでした。県下には未だ

被害に苦しむ地域もあり、一日も早い復旧復興を

祈るばかりです。

さて、令和元年度は同窓会の皆様のご支援によ

り、高い志を持ちつつも様々な理由で進学に不自

由を感じている３年次生の支援のため「シャロン

の花」奨学金制度を創設していただきました。重

ねて深く感謝申し上げます。

本年度も在校生は千葉県教育委員会指定「進学

指導重点校」の生徒として学びながら、多数が国

公立大学や難関私立大学への進学を果たしながら、

職員の丁寧な指導のもと様々な課外活動に盛んに

取り組んでおります。千葉大学との協定に基づく

基礎教養講座やＨＯＣの順調な運営、東京大学や

東京工業大学等をはじめとする各大学・研究機関

との連携講座や理数教育の展開、米国・豪州海外

派遣を軸にした国際理解教育の推進、さらにはユ

ネスコスクールの活動やＥＳＤ教育等、各種取組

の相乗効果により未来の我が国を担う優れた人材

育成が着実に進んでいる手応えを感じております。

一方、山岳部男女と陸上競技部男子（４００ｍ、

４×４００ｍＲ）が全国高等学校総合体育大会(イ

ンタハイ、宮崎県・沖縄県)に出場し、陸上男子４

００ｍの吉川崚君は見事準優勝に輝きました。全

国高等学校総合文化祭(佐賀県)には２年連続の文

学部(文芸＜俳句＞部門)に加え化学部(自然科学部

門)が千葉県代表として参加、さらに囲碁同好会は

個人戦・団体戦ともに冬の関東大会に２年連続で

出場を果たしました。吹奏楽部・マンドリン楽部

の定期演奏会（５月）や東雲祭（７月）には多く

の方々にお運びいただきご好評をいただきました。

３月下旬には音楽部のコンサートが控えておりま

す。

諸先輩がたが長年にわたり築き上げた、勉学に

も部活動にも一生懸命に全力で取り組む「東高魂」

は脈々と引き継がれており、校長として喜ばしい

限りです。新年度以降も母校に対するますますの

ご支援をよろしくお願い申し上げます。

私事になりますが、３月末日を以て定年により

第一線を退くことになりました。締めくくりの３

年間を本校で過ごすことができ本当に幸せです。

ありがとうございました。

（昭和44年卒 同窓会会長 山中操）

ichih
ノート注釈
このページでは英数字が全角。
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寄稿 キリンビール社長 布施 孝之

＜これまでの経歴について＞

昭和５３年に千葉東高を卒業し、同年早稲田大

学に入学しました。

昭和５７年、大学卒業後キリンビール株式会社

に入社し、最初の赴任地は神戸支店でした。

入社以来神戸を皮切りに、八王子や東京都心で

のビール販売の最前線の営業キャリアを通算２０

年、その後本社、大阪支社長を経て、２０１０年

にキリンのグループ企業である小岩井乳業の社長、

２０１５年からキリンビールの社長に就任し、現

在に至っております。

＜経営者として思うこと＞

小岩井乳業社長から現在まで１０年間、経営トッ

プの役割を担ってきました。

社長とは決して偉い人ではなく、単なる役割だ

と思っています。

振り返ってみますと、これまでの逆境や苦難の

ときにこそ経営者としての軸や哲学が形成されて

きたと感じています。

人生の大半を占める仕事とは何のためにあるの

か？という問いは、人生哲学にも通じるものがあ

ると思います。

私は経営者として会社を取り巻く利害関係者

（ステークホルダー）が幸せになるカタチを目指

しておりますが、特に働く従業員に幸せで豊かな

人生を送ってほしいと考えています。

従業員が会社に誇りを持ち、自分達の仕事は世

の中の役に立っている、お客様や地域社会の喜び

が我々の喜びであるというマインドや行動が、結

果として業績に跳ね返り、お客様や株主も幸せに

できるものと考えて日々の経営の舵取りをしてい

ます。

＜東高時代の思い出＞

東高時代はほとんどバレーボール部の部活に明

け暮れていたという記憶しかありません。

当時バレー部は、花園での全国大会に出場してい

たラグビー部のような強豪ではなかったですが、

県大会において少しでも上位に食い込もうと部員

と一緒に一生懸命に頑張った毎日の練習や東高の

体育館で行った厳しい夏合宿などは記憶に残って

います。

このように高校時代は部活中心の生活でしたの

で勉強熱心ではない生徒でしたが、高校３年の夏

の国体が終了した後の半年間は、それまでの遅れ

を取り戻すべく志望大学であった早稲田大学を目

指し、その受験期間だけは必死に勉強をした思い

出があります(笑)。

＜在校生に思うこと＞

高校時代は、その後の人間の幅を広げる上でと

ても大事な時期だと思います。

スポーツでも勉学でも何か一つのことをやり切

ることはその後の人生の自信を植え付けてくれま

すし、また皆さんの幅を広げる上で、より多くの

人、価値観の違う人と出会うことも大切です。

勉学はもちろん重要ですが、小手先の知識より

も高校時代はこれからの人生の礎を作る時期です。

高い志や熱意、また素直な心は皆さんを大きく飛

躍させる原動力になると確信しています。

在校生の皆さんには無限の可能性があります。

失敗を恐れずにその若さを生かして大いにチャ

レンジをして羽ばたいて欲しいと心より祈念して

おります。

(昭和53年卒 布施 孝之)

ichih
ノート注釈
数字が全角。
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野村松三先生クラス会
野村松三先生クラス会

令和元年11月30日(土)、昭和38年度入学、野村

松三先生(1年生)クラス会が「ちばぎんクラブ」で

開催されました。三々五々、11時30分JR千葉駅集

合でした。

50年ぶりの再会となる者が多く、

誰が誰か分からず、待ち合わせて

いる雰囲気のある人に「失礼です

が、千葉東のクラス会の・・・」

と声をかける状況でした。

開会の初めに、野村松三先生、

クラスメイトのご逝去にご冥福を

お祈り申し上げました。

幹事挨拶の後、懇親会となりひ

とり3分から5分の間で東高の思い

出と近況報告がされました。抱腹

絶倒の話が次々とあり、笑いと和

やかな雰囲気に包まれたひと時を

過ごしました。

山形・神戸からも参加者があり、

本当に楽しい高校生活を過ごして

いたをことを気づかせるクラス会でした。

冬温し名札見せ合うクラス会 (木村行幸記)

令和最初の東雲祭は７月６日（土）と７日（日）。

テーマは「東代無双」、この時代の移り変わりの

時に、この上ないもの（無双）を届けようと意気

込んで臨んだようだ。

開場と共に多くの来場者が殺到し、特にちょう

ど映画上映中でもあった「アラジン」は整理券が

あっという間になくなる程の人気。そんな中で私

は一日目に「美女と野獣」「ノートルダムの鐘」、

二日目に「エリザベート」「アナと雪の女王」

「リトルマーメイド」を観た。またもプロかと思

う程の歌唱力やダンス能力を持った生徒がいて、

聞けば必ずしも音楽部員などその道の人ではない

ということ。また個人だけでなく、二人でカップ

を打ち合わせるダンスや全員の合唱など、複数人

で息を合わせる場面では、これでもかという位の

一枚岩のまとまりを見せていた。それで最終公演

を無事終えると、演じる役の人物という非日常か

ら日常に戻るのだが、そこで多くの生徒が感極まっ

て泣き出すなど私にとって在学中に見たのと同様

の光景があった。

展示ではまたも学会かと思しき高度な研究発表

があり、一方で子供たちにも楽しめるような演示

実験を見せていた。音楽部は男子部員の少なさを

カバーして美しいアンサンブルを奏で、吹奏楽部

は去年に引き続き野球部応援のスタイルで全体を

鼓舞する雰囲気。

今回の東雲祭は、困難を糧にしたという感じ。

黄金週間が１０連休、更に寸前の土日の大雨の際

に安全確保のため学校を閉鎖したことで、準備期

間が取りにくく、上演時間の厳守を重視して話が

駆け足になったりト書きに任せたり。演劇として

の楽しみが若干薄れてしまったところもあったが、

彼らは逆に限られた時空間の中でより強く集中し

て高みを目指し、それにより最後まで最高のもの

を目指そうとし、自他共に感動を与えるのだ。

困難を糧にする東高魂が培われる。東雲祭はそん

な重要な場面の一つである。

(平成5年卒 同窓会書記 市原俊介)

困難を糧にして～東雲祭参加報告～

ichih
ノート注釈
他の箇所で数字が半角ならばここも半角に揃えるべき。
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夢を追いかける星（音楽部）

全員が主役（マンドリン楽部）

音楽部の定演は３月２８日。会場が千葉市文化センター

に変わり、男声パートで一部賛助を頼るが、それでも我々

聴衆を包み込む歌声や心意気は変わらず魅了してくれた。

第１部は聖歌や日本の民謡からなるコンクールなどで

歌われる合唱曲が中心で、その響きや言葉を無伴奏で、

また一部はピアノ伴奏で聴かせてくれた。第２部は合唱

劇「眠れる森の美女」で、美女オーロラ姫が悪い魔女の

呪いから逃れて幸せを掴めるよう周りの魔女や召使や動

物などが奔走し、最後に隣国の王子と結ばれる夢を叶え

る。そしてＯＢが合同しての男声合唱と３年生合唱「星

屑の街」を経て第３部「夢を追いかけて」へ展開し、銀

河鉄道で出発し、ミュージカルでダンスも含め花開き、

応援歌を得て、最後には自らの原点である故郷へと立ち

返る、というストーリー。

部長はこの音楽部を星空のようなものと語る。一つ一

つの光は小さいが、全て光って明るくなり、いずれ寿命

を迎える。あどけなく純粋無垢で生まれ、成熟して実力

や周囲の絆を得て、名残を惜しみつつ旅立ち、それぞれ

の場所で自らの夢を追いかける。

そんな夢を追いかける満点の星と共に、これからも夢

を見よう。 (平成5年卒 同窓会書記 市原俊介)

吹奏楽部定演は５月４日、大きな変化があった。まず

長年お世話になった指導者が諸事情で降板し、部員と顧

問藤崎先生で指揮を担当したこと。次に第１部も独自の

衣装を用意し、更にエンディングでも衣装を用意してい

たこと。その元指導者から教わり引き継いだＤＮＡが根

付き、目一杯輝いていたのだ。

第１部は吹奏楽用に作られた音楽で、アメリカ、スペ

イン、アルメニ

ア、そして日本

と旅するさなが

ら世界旅行。第

２ 部 は 音 楽 劇

「魔法にかけら

れて」で、原作

のエッセンスを抽出して演じた。第３部はビッグバンド

で始まり、オールドナンバーからノリノリの激しい曲ま

で、東高ならではのジャズを聴かせる。そしてエンディ

ングでは「ディズニー・アット・ザ・ムービー」などで

全員で思いをぶつけて締めくくる。

今回のテーマは、互いを照らし合うという意味。その

対象は彼ら部員だけでなく、顧問の先生方や保護者の方々、

卒業生や友人その他支えるあらゆる人が含まれる。その

中でより良い定演を作ろうと努め、時にぶつかり合いな

がらも、手作りのサインボードの裏に全員のメッセージ

を書くなどして連帯感を強めていったのだ。

その照らし合う光は、今後の人生でも続くだろう。Ｏ

Ｂとしてよく分かる。

(平成5年卒 同窓会書記 市原俊介)

マンドリン楽部の定演は５月１９日、今時の高校生の

嗜好の変化からか、また部員が減少したというが、また

例年と同じく直向きな演奏で我々の心を虜にした。

第１部は荘厳なマンドリンオーケストラ曲で、人および

他生物の生きた姿を体現したという感じの選曲。第２部

はギターアンサンブルで、時に軽快にリズミカルに、時

にしっとりと。第３部は一年生の劇「人魚姫」、第４部

はラグビー部員のコントやダジャレ曲紹介を織り交ぜな

がら、伝承曲「ひき潮」やその他ポップスやロックなど

を華麗に魅せ、またも多くの曲で現役部員が編曲を手掛

ける。

今回特に痛感したのは、全員が主役という彼らの意識。

それは第４部でソロ回しの際に、ソロを奏でる部員を周

りの全員が指差して盛り立てる演出で分かった。他の曲

でも、主旋律があちこちのパートに回され、ほかに合い

の手のような要素も適宜入り、その度に周りのアイコン

タクトが多めに向く。その編曲は時に曲の統一感を崩し、

主旋律が聞こえづらく響きのバランスを欠き、雑然と感

じることもあるが、彼らはそうなってでも主役というス

ポットライトを一人一人に当てることにこだわっている。

何故なら彼らは一人一人が重要な構成員であり、尊重さ

れているのだから。

全員が主役のこの定演、どの主役に着目しても、直向

きで感動する。(平成5年卒 同窓会書記 市原俊介)

Ｓｈｉｎｅ Ｏｎ！（吹奏楽部）

ichih
ノート注釈
他の箇所で英数字が半角ならばここも半角に揃えるべき。
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国際交流米国派遣報告
第40回日米高等学校交流プログラムは、2019年3

月１４日（木）から３月２５日（月）の日程でお

こないました。英語科の加藤雅彦教諭とともに、

生徒16名（男子6名、女子10名）を引率しました。

主な研修内容は3日間のニューヨーク観光、１人１

家庭のホームステイ、クラークストン中学校・高

校で日本文化についてのプレゼンテーションと現

地での授業参加でした。研修の目的は、異国の地

で英語によるコミュニケーション能力を養うとと

もに、現地の高校との交流を通して異文化理解を

深め、グローバル人材を養うことです。

そのうち本研修参加生徒の多くが英語でのコミュ

ニケーション力向上を目的の１つとしていました。

クラークストンでのホームステイが始まった当初、

日本語の話せないホストとの生活に緊張や不安を

抱え表情を暗くする生徒が多かったです。しかし、

悩んでいることも束の間で、アメリカ人のオープ

ンでフレンドリーな性格に、次第に生徒の表情が

緩んでいくのがわかりました。生徒も、必死に考

えを伝えようと頭を悩ませましたが、英語が通じ

た時には嬉しそうな表情をうかべていました。現

地校でのプレゼンでは、日本のことば、グッズ、

行事、漫画、日米比較と６つの題で生徒は日本文

化を紹介しました。アメリカ人の授業への積極性、

反応の良さに発表も盛り上がりを見せ、生徒の英

語への自信につながったと思っています。空き時

間でも、ホストの生徒に自ら声をかけ、それぞれ

が興味のある授業を受け、次から次に吸収して積

極的に学ぼうという姿勢が印象的でした。

本研修の交流を通じて、築き上げた友人関係、

学んだ英語、ものの考え方、生活、異文化、コミュ

ニケーションへの葛藤全てが生徒にとって貴重な

体験になりました。生徒は帰国してからというも

のの、自身の英語力に課題を感じているものも多

く、より一層英語の勉強に今現在励んでいるとこ

ろです。同窓会のみなさまにおかれましては、多

大なるご支援をいただき感謝申しあげます。

今後とも、千葉東高生のグローバル人材育成に

尽力して参りたいと思います。

（引率教諭 河﨑歩）

平成3１年３月１４日から３月２３日の１０日間

に渡り、西原ふみの教諭（家庭科）との引率の元、

生徒２４名（男子７名、女子１７名）が豪州高校

交流プログラムに参加しました。

シドニー観光の後、ホームステイをしながらパ

シフィックヒルズクリスチャン高校の授業で、ESL

を受講したり、日豪比較文化紹介のプレゼンテー

ションを行ったりしました。生徒はホストファミ

リーや現地高校生たちと交流を深めました。

生徒にとって特に良い経験となったのが、現地

の高校で出会った同世代のバディとの時間です。

出会うやいなや打ち解け、男子は流行っているゲー

ムやアニメの話題に花が咲き、女子は好きな歌手

の話をしたり制服を交換して写真を撮り合ったり

で、大盛り上がりになりました。

英語を学習している

とはいえ、生徒の英語

力はまだまだ十分とは

いえません。しかし、

私達は彼らの間に、言

葉の壁を全く感じるこ

とができませんでした。英語はもちろん、ジェス

チャーや「ノリ」を駆使しながら意思疎通を図っ

ている生徒に、我々はただただ感心するばかり。

若者の力は無限大です。生徒は現地高校で出会っ

た友人達と、かけがえのない時間を過ごすことが

できました。

同窓会の皆様におかれましては、日頃多大な支

援を賜り、感謝申し上げます。豪州研修に参加し

た生徒は、貴重な経験を糧に現在もおのおのが目

標に向かって尽力しているところです。

今度とも千葉東高校が一丸となって次世代を生

きる力を育んで参りたいと存じます。

（引率教諭 浅野洋之）

国際交流豪州派遣報告
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進路指導について
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野球部ＯＢ会令和元年度 報告

野球部OB会 令和元年度報告

＜新年会＞

平成31年1月19日(土) 18:00～

新年会は藤代会長の他、OB19名、濱井(元監督・

元高野連会長）、畠山部長、藤岡保護者会会長、

石崎保護者会副会長の24名が出席して開催されま

した。

冒頭に訃報が紹介され、全OB会長・共田竜二先

輩(S32)、金子直貴先輩(S46)、内山秀一先輩(S47)

が亡くなられ、黙祷を捧げました。

懇親会は藤代会長、畠山部長、藤井保護者会会

長の挨拶のあと、安西副会長(H4)の乾杯で和やか

に懇談しました。今回は、今年成人式を迎えた平

成29年度卒業の鵜澤君・三橋君・齋藤君・水内君

の出席があり、藤代会長からOB野球大会用の帽子

が贈呈され、今後の野球大会ーの戦力として期待

されました。

会の終わりに深谷理事(H4)の締めの挨拶、一本

締めで閉会しました。

＜総会＞

令和元年6月8日(土) 18:00～

京成ホテル・ミラマーレにて開催。

総会には藤代会長のほか代議員13名が出席して

開催されました。昨年度の事業報告・決算報告、

今年度の事業案・予算案について審議され、いず

れも承認されました。

議事が終了した後、曽山君(S55)から現役・OBの

活動をもっと活発にするため、伝統校との「定期

戦」を計画したり、インターネットを活用しては

どうかと提案があり、様々な問題点などを考慮し

た上で、検討していくことが了承されました。

総会に引き続いて開催された懇親会には飯生監

督、畠山部長、,保護者会から藤岡

会長・石崎副会長にご臨席いただき、

藤代会長(S45)の挨拶から始まり、

飯生監督、保護者会・藤岡会長から

挨拶をいただき、宮川先輩(S39)の

乾杯の発声後、和やかに歓談し、

関先輩(S37)の挨拶、一本締めで終

了しました。

こうした懇親会にも是非若い世代

の方の出席を期待しております。

(学生の会員には

会費の補助をお出しすることになり

ました。)

・第41回千葉県高校野球OB野球大会

今年度のOB野球大会・1回戦は7月

28日(日)に千葉商業高校のグランドで千葉敬愛高

校

と対戦が予定されていましたが、台風の影響で8月

4日に順延。君津商業高校のグランド

での対戦になりました。

1回表、先発の安西投手(H4)が0点におさえ、上々

の滑り出し。その裏、鈴木君(H26)・宮本君(H26)

の連打で作ったチャンスを高羽君田(H29)・安西君

の連打で3点を先取。

3回に追いつかれ、しかも5回には満塁本塁打を

含む6点を奪われ、劣勢に立たされましたが、その

裏、5本のヒットをを集めて8点を返して11ー9と再

ひ2点のリード。

しかし、5回・6回に4点、2点と奪われ、何とか

反撃を試みましたが、6回裏に1点を返すにとどま

り、OB大会ルール・2時間を超えたら新しいイニン

グに入らない、によって今年は12-15で1回戦敗退

となりました。

今回は久しふりに濱井元監督も参加して下さっ

たほか、初参加の佐野君(H5)・萩田君(H26)の活躍

もありました。総勢20名の参加でした。

次回もまた若い世代を中心に是非、参加をお願

いします。

・OB親善ゴルフ大会の結果(敬称略)

団体戦14位 (24校中)

個人戦39位 濱井 清之(元監督・元高野連会長)

(H5)

40位 池田 哲也(H5)

100位 高橋 克弘(H5)

※文中の()内は卒業年度

(文責:昭和51年卒・高橋敏行)

ichih
ノート注釈
「田」の字は余計。

ichih
ノート注釈
不自然な改行あり。



2020/03/01 千葉県立千葉東高等学校同窓会報 「シャロンの花」第24号

- 11 -

東高マンドリン楽部を支え続けて50年高野勲氏(S47.3 卒)インタビュー

東高を代表する部活動の一つ、マンドリン楽部。

高野勲氏は東高から明治大学に進み、同大マンド

リン倶楽部で活動しながらＯＢとして東高の後輩

にマンドリン演奏の技術指導を始め、現在まで50

年近く継続。指導は指揮にまで及ぶ。またマンド

リン楽部が定期演奏会で奏でる曲の殆どが高野氏

の編曲による。都内の税理士事務所に勤務する傍

らこれまで関わり続けた本校マンドリン楽部への

思いなどを伺った。

インタビュアーは渡部徹校長。渡部氏は千葉県

高等学校文化連盟会長として県内の高等学校文化

部の活動推進を図るだけでなく、全国の高文連事

業に携わる。

＜渡部校長＞

高野さんが本校マンドリン楽部の指導に来られ

るようになったいきさつから教えてください。

＜高野氏＞

私自身マンドリンの10期生くらいなんですが、

明大に入り、マンドリン倶楽部で演奏していた曲

が東高のものと似通っていて、大学ではプロの譜

面を使っていたのでそれを持って東高に指導に来

たのが始まりです。東高はしかしそこからどんど

ん変わっていって、楽器編成はマンドリンだけで

なく電気楽器も入り、明大よりも進化している感

じです。曲のジャンルも多彩です。譜面をもらっ

たときに生徒の期待通りのものが作れるか真剣勝

負です。つまらないものだと次は頼んでもらえな

いんじゃないかと。一緒にやっていて本当に楽し

いです。

＜渡部校長＞

指導を50年近く継続されているモチベーション

はどこにありますか。

＜高野氏＞

私の場合、とにかく楽しいのです。部員が代わ

ると出来てくる曲も変わってきます。誰もが中学

では未経験なので、東高に入学して真っ新な状態

から創っていく感じです。正味２年の間にびっく

りするほど成長するのです。年に何回か、みんな

の音がピタッと合うときがあります。それは感動

であり、喜びを共有できる瞬間です。

５月の定演が終わると６月に新メンバーから挨

拶のメールが届きます。指揮者になりましたので

よろしくお願いしますと言った具合です。これを

見て、あぁ来年も指導できるんだと思うのです。

また私だけでなく、多くの卒業生が後輩の指導

に当たってくれていることも大変心強いです。

＜渡部校長＞

外部から見続けていて、東高の生徒はどのよう

に変わりましたか。また高校生の指導を継続する

のに、気を遣うこと、大変だと思うことはありま

せんか。

＜高野氏＞

最終的には同じように成長していくように感じ

ますが、今の生徒は興味の幅が広がっているよう

に思います。そしてその分、時間の使い方が上手

くなっているようも思います。いろいろな制約の

中で部活動をやっている。生徒にはこうあるべき

だと言うことは伝えているつもりですが、命題を

出すと自分たちなりにやろうと努力しています。

そしていい定演ができあがるわけで、本当に素晴

らしいことだと思います。

＜渡部校長＞

本校は来年創立80年を迎える伝統校です。現役

生に何かメッセージを贈っていただけますか。

＜高野氏＞

私は音楽を通して人と人とのコミュニケーショ

ンを学んでほしいと思っています。それは決めた

テンポに合わせて一つの形にするといったもので

はなく、一人が弾いたものに同調させて弾く、み

んながそれぞれの思いを込めて。自分がが伝えた

い人、伝えたいメロディーを考えて弾く。上手く

いくとそこに太い綱が出来て、メンバーがそれを

分かると一段と楽しい音楽を共有できる、そんな

合奏、部活動を継続していってほしいと願ってい

ます。

＜渡部校長＞

今日は有意義なお話を伺え、大変良かったと思

います。有難うございました。今後も後輩のご指

導をよろしくお願いします。

二人の対談は東高の「受け継いできた文化」に

及びましたが、字数の都合でインタビューの概要

をまとめたものになってしまいました。ご容赦く

ださい。 (文責 S50.3 卒 髙橋清英)。
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ご案内

＜編集後記＞

この度、「シャロンの花奨学金」を創設しました。３名の受験生に一人７万円を受験費用として配布

することになりました。昨年も学校の推薦を経て同窓会の理事会で承認して無事に奨学金を渡すことが

できました。総会・懇親会時に奨学金の寄付を募りその中から出すことができました。ご協力ありがと

うございました。来年以降も継続していく予定です。

また、２０２１年（令和３年）は創立８０周年記念事業を企画しています。現在、学校・ＰＴＡと相

談して運営組織を作成する段階になりました。こちらのほうもご協力をよろしくお願いします。

(編集委員)

＜同窓会からのお知らせ＞

・基金の支払の方法について【ゆうちょの振替口座 00160-8-148932】

コンビニで支払いができる振込用紙をセットしました。金額は固定(4,000円)になりますが、郵便局でも

コンビニでも同窓会への寄付金の支払いができます。同窓会の維持の為に皆様のご協力をよろしくお願

いします。固定金額以外は、郵貯の振込用紙に記入して振込をお願いします。

（同窓会活動維持基金 1口 2,000円 創立100周年祈念80周年記念事業基金 1口 2,000円）

2019 漕書展開催される！

昭和33年卒同窓会

漕展2019が10月22日～27日まで、こみなと稲毛

ギャラリーで6名の参加者で開かれた。

漢字・かな・漢字かな交りの書と多様な分野で、

一人当たり5～6点の大小作品が展示された。

また、今回は参加者の書作の様子がビデオで放映

され、好評裏に終了した。

(41年卒 林 一巳)

写真 石井 白井

湯浅 林(一) 林(破) 中村

千葉東高(33年卒)第9回同期会を令和元年10月23日

(水)の14時00分～16時30分の時間で、京成ホテル

「カサブランカ」で行いました。

当日の参加人数は30名でした。

当日の内容は、海老名基氏(4組)

の記念写真撮影後(写真は駅ビルに

てプリントし帰りに手渡せた。)

藤井忠氏(7組)の司会で、森正彦氏

(4組)の開会宣言、幹事の挨拶、古

屋直樹氏(3組)の乾杯と続き、懇談

に入り、途中、浜島勇氏(7組)のハー

モニカ伴奏で懐かしい歌を歌った

後、高校時代の昔話と薬・病気の

話に時が過ぎ、村杉芳男氏(1組)の

指揮で校歌を斉唱し、山本勇祐氏

(2組)の閉会の言葉で80才の同期会

を閉じた。

(昭和33年卒 遠山 有孝)

ichih
ノート注釈
「2019漕書展」「漕展2019」と混在している。
正式名称は「書のグループ展『漕2019』」であり、「漕書展」という単語は存在しない。




